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松戸歯学部課程及び履修方法 

 

１ 課程の概要 

本学部の歯科医学教育は，日本大学学則第１節で定められている「目的及び使命」

の他，日本国民の歯科医療及び保健指導をつかさどり，公衆衛生の向上，増進に寄与

するにふさわしい歯科医師を養成する目的をもっている。 

  目的を達成するために次に分類される学科目をおいている。 

 

① 全学共通教育科目，② 教養科目，③ 外国語科目， 

④ 保健体育科目，⑤ 準備教育科目， 

⑥ 専門科目（医療行動科学領域，基礎歯科医学領域，社会歯科医学領域， 

臨床歯科医学領域，総合医学領域，総合歯科医学領域，臨床実習領域） 

 

  各学科目の学年配当は，「教育課程表」並びに「履修系統図」を参照すること。 

 

 

２ 履修方法 

① 全学共通教育科目及び教養科目 

(1)１年次に履修すること。 

(2)「自主創造の基礎」，「歯科医学へのとびら」，「日本を考える」，「世界を考える」 

は必修科目とする。 

その他の科目については，２科目４単位以上を履修すること。 

(3)選択科目は前学期及び後学期の指定日時までに履修登録をすること。 

(4)一度登録した履修登録を取消す場合は，授業開始後１か月以内に「登録抹消届」

を教務課に届け出ること。登録抹消後に再度履修登録をすることは出来ないので

注意すること。 

 

② 必修科目 

各学年に配当された学科目をすべて履修すること。 

 

 

３ 単位の基準 

各学科目に対する課程を修了した者には，次の基準により当該学科目について所

定の単位が与えられる。 

１単位は，４５時間の学修を必要とする内容で構成されており，次の基準で行わ

れる授業の他，４５時間から当該授業の時間数を減じた時間の授業時間外の学修が

必要である。 

 

 



  
 

①講義・演習 １５時間から３０時間までの授業（週当たり１時間から２時間）

及び４５時間から当該授業の時間数を減じた時間の授業時間外

の学修をもって１単位。 

②実験・実習 ３０時間から４５時間までの授業（週当たり２時間から３時間） 

及び４５時間から当該授業の時間数を減じた時間の授業時間外 

の学修をもって１単位。 

 

※①～②の授業科目の組合せによって構成される学科目もある。 

 

 

４ 授業 

① 授業は，課された全ての時間に出席することを原則とする。 

② 正当な理由（「忌引き」，「公用欠席」，「病気」，その他やむを得ない理由）により

欠席する(した)場合は，欠席事由解消後１週間以内に，当該学科目担当者に，理由

を証明するに足りる詳細な書類（忌引きの場合：会葬礼状等，病気の場合：医師の

診断書，交通事故の場合：警察の事故証明書等）を添えて「欠席届」を提出するこ

と。 

③ 欠席事由が「忌引き」及び「公用欠席」の場合のみ，出席として取扱う。 

④ 患者の個人情報保護，使用教材に関する著作権の保護または周囲の履修学生の学

修への影響などの観点から，写真・動画撮影及び録音等は原則禁止とする。 

ただし，担当教員から写真・動画撮影及び録音等を指示された場合は，この限り

ではない。自修に必要な資料がある場合は，必ず担当教員に申し出ること。 

 

 

５ 成績評価方法について 

① 「歯科医学総合講義」 

定期試験または追・再試験の結果を主とし，シラバス等に定める方法により採点

される。 

当該学年に配置された全学科目のうち，授業時間数の１／５以上を欠席した科目

が１科目以上ある者は，成績評価が５９点以下であった場合，再試験の受験資格は

与えられない。 

 

(1)定期試験 

ア 各学年の授業期間終了後に一定期間を定めて実施する。 

イ 本学部が指定した義務（各学期の学納金の納付，各年度初めの定期健康診断

の受診等）を完遂していないと受験できない。 

ウ 合格基準はシラバス等に別に定める。 

 

 

 



  
 

(2)追試験 

ア 学部が必要と認めたときに限り実施する。 

イ 受験対象者は，正当な理由（病気その他やむを得ない理由）により定期試験

を受験できなかったと学部に認められた者とする。 

ウ 成績評価は０～７９点とする。（７９点を超す場合であっても７９点とする） 

   エ 追試験の受験を希望する者は，定期試験終了後１週間以内に正当な理由を証

明するに足りる詳細な書類（忌引きの場合：会葬礼状等，病気の場合：医師の

診断書，交通事故の場合：警察の事故証明書等）を添付し「定期試験欠席理由

書」及び「追試験受験願」を教務課に提出すること。受験資格の有無は審議の

上，決定される。 

   オ 原則として，追試験は，定期試験の追試験及び定期試験の再試験において実

施しない。 

 

(3)再試験 

ア 学部が必要と認めたときに限り実施する。 

イ 受験対象者は，定期試験の成績評価が合格基準に満たない者とする。ただし，

当該学年に配置された全学科目のうち，授業時間数の１／５以上を欠席した科

目が１科目以上ある者は，再試験を受ける資格が与えられない。 

ウ 成績評価は０～６０点とする。（６０点を超す場合であっても６０点とする） 

エ 再試験受験料は 1,000 円とする。（「歯科医学総合講義４」については共用試

験（ＣＢＴ及びＯＳＣＥ）を充てるため，医療系大学間共用試験実施評価機構

が指定する額を受験者が負担する。） 

オ 対象者は，掲示をもって指示された日時，方法により受験すること。 

 

(4)定期試験，追試験及び再試験受験上の注意 

   ア 受験資格を有する者のみが受験することができる。 

    イ 試験場においては，試験監督者の指示に従うこと。 

   ウ 学生証は受験中机上等試験監督者が見やすい場所に提示しておくこと。    

万一所持していない場合には，教務課で仮受験票の交付を受けること。 

   エ 試験開始後２０分以上遅刻した者は，原則として受験できない。 

    オ 受験者は，試験開始後２０分間は退場できない。 

    カ 試験中，他人との物品の貸借は認めない。 

    キ 試験中の私語は認めない。 

    ク 不正行為を行った者は，学則により厳重に処分する。 

 

(5)不正行為と認められる行為があった場合の処分 

   本学部は，不正行為と認められる行為があった場合，理由を問わず日本大学学則

第７６条・７７条に従い，懲戒（退学・停学・訓告の３種）を行う。 

試験等における不正行為等により懲戒処分を受けた学生は，その懲戒の種類にか

かわらず，原則として当該学期に履修しているすべての科目（実験・実習・実技・



  
 

ゼミナールを除く）の成績が無効となる。 

   また，懲戒処分が決定次第，学内に当該学生の所属，学年，学生番号，氏名，処

分理由・内容等を掲示するとともに，学生本人及び保証人宛通知する。 

 

 ② 「歯科医学総合講義」以外の学科目 

(1) 定期試験によらず，平常試験及び実習評価等を主として，学業成績を査定する。

平常試験は，定期試験期間以外の授業時間等に実施する。また，その日程等は，

シラバス等により指示する。 

(2) 学科目の平常試験は歯科医学総合講義定期試験に準ずるが，以下の点が異なる。 

ア 再試験について，試験実施の有無及び成績評価方法は各学科目担当者の判断

による。 

イ 追試験は原則行うが，平常試験欠席の正当な理由を証明するに足りる詳細な

書類は当該学科目担当者に提出すること。 

ウ 再試験について，受験料 1,000円は徴収しない。 

 

 

６ 進級及び卒業 

  下記の全てを満たすこと。 

 ① 全学共通教育科目（１年次のみ） 

  「自主創造の基礎」，「日本を考える」は必修科目とする。 

② 教養科目（１年次のみ） 

「歯科医学へのとびら」，「世界を考える」は必修科目とする。 

選択科目は２科目４単位以上修得すること。 

③ 「歯科医学総合講義」（１～６年次） 

当該学年に配置の「歯科医学総合講義１～６」の各合格基準を満たしていること。

（各合格基準についてはシラバス等に別に定める） 

④ 必修科目 

次のすべての条件を満たすこと。 

(1) 当該学年における「全学科目平均点」が６０点以上であること。 

 

 

 

 

※「自主創造の基礎」，「日本を考える」，「歯科医学へのとびら」，「世界を考える」，「歯科医

学総合講義１～６」は全学科目平均点の対象科目から除く。 

(2) 当該学年で履修した学科目のうち，（「自主創造の基礎」，「日本を考える」，「歯

科医学へのとびら」，「世界を考える」，「歯科医学総合講義１～４」を除き）合格

した学科目数が全学科目数の２／３以上であること。ただし，５年次及び６年次

は全学科目を合格しなければならない。 

(3) 当該学年で履修した学科目の内に，最終評価点が３０点未満のものがないこと。 

「全学科目平均点」   （各学科目評価点×単位数）の全履修学科目の総和 

小数第１位を四捨五入  ＝     全履修学科目の単位数の総和 



  
 

７ 留年 

① 上記「６ 進級及び卒業」の要件を満たさない場合には留年とする。 

② 留年した場合には，原級学年に配置されている全学科目を再履修しなければなら

ない。ただし，１年次配置の「選択必修科目」については未履修の学科目を履修し

ても良い。 

 

 

８ 卒業要件 

  ６年次までに課せられた全学科目に合格し，総計１９７単位以上を修得すること。 

 なお，卒業者には，「学士（歯学）」の学位が授与される。 

 

 

９ 在学期間の制限 

① 同一学年に３年間を超えて在学することはできない。 

② 各学年を通算して１２年間を超えて在学することはできない。 

③ 上記①，②の制限には休学期間を含める。 

 

 

10 休学・復学 

 病気その他やむを得ない事由により，３か月以上修学することのできない者は，  

保証人連署による「休学願」（所定の用紙）を提出して許可を得て，原則として入学年

度を除き，その年度あるいは，前・後学期を休学することができる。ただし，入学年

度の後学期については，修学困難な事由の場合は認めることがある。 

  「休学願」を教務課で受領後，理由等必要事項を記入の上，教務課へ提出すること。

診断書等その事由を証明する書類がある場合は，証明書類を添えること。 

  休学期間は，１学期又は１年とし，通算して在学年数の半数を超えることができな

い。休学期間は修業年数（卒業のために在籍しなければならない期間）に算入しない。

ただし，在学年数には算入する。 

  休学理由が解消し復学（休学期間満了によって，再び修学すること）を希望すると

きは，「復学願」を提出して許可を得ること。ただし，休学者は，学期の始めでなけれ

ば復学することができないため，３月中旬までに手続きを済ませること。 

  なお，休学が許可された場合は，学費等は次のとおり取り扱う。詳細については，

会計課へ問い合わせること。 

 ① 休学を許可された者の休学期間中の授業料その他所定の学費について 

(1) ５月 31 日までにその学年の休学を願い出た者は，当該年度の前学期分及び後

学期分を徴収しない。 

(2) ６月１日から 11月 30日までの間に，その学年の休学を願い出た者は，当該年

度の後学期分を徴収しない。 

(3) ５月 31 日までに前学期の休学を願い出た者は，当該年度の前学期分を徴収し

ない。 



  
 

(4) 11 月 30 日までに後学期の休学を願い出た者は，当該年度の後学期分を徴収  

しない。 

 ② 上記①により学費を徴収されなかった者からは学費を徴収されない学期ごとに，

休学在籍料として６万円を徴収する。 

 ③ 上記①により休学を願い出て休学を許可された者が既に当該学期分の学費を納め

ている場合，当該学期分の学費は返還する。 

 ④ 上記①により休学を願い出て休学を許可された者が休学期間中に退学等により 

学籍を失った場合，徴収した休学在籍料は返還しない。 

 

以  上  



各 学 年 修 得 す る 単 位 数 

 

１年次 ※３６単位 

２年次 ３７単位 

３年次 ３８単位 

４年次 ４０単位 

５年次 ２１単位 

６年次 ２５単位 

合計 １９７単位 

 

※１年次選択必修科目を４単位修得した場合。 



【教育課程表】
１ 全学共通教育科目

学則科目名 単位

　　自主創造の基礎 2

　　日本を考える 2

２ 教養科目

学則科目名 単位

　　歯科医学へのとびら 2

　　世界を考える 2

　　
●
ドイツ文学 2

　　
●
美学 2

　　
●
心理学 2

　　
●
人類学 2

　　
●
法学 2

　　
●
科学哲学 2

　　
●
スポーツの生理学・心理学 2

　　
●
生命の文化誌 2

　　
●
多様性文化論 2

　　
●
データサイエンスの世界 2

●：選択必修科目

３ 外国語科目

学則科目名 単位

　　英語１ 3

　　英語２ 1

　　英語３ 1

　　英語４ 1

４ 保健体育科目

学則科目名 単位

　　保健体育 2

５ 準備教育科目

学則科目名 単位

　○物理学 4

　○生命科学 6

　　数学 3

●

６年５年

６年

３年 ４年 ５年 ６年

４年３年 ５年

６年２年

２年

１年 ４年 ５年

１年

＊

＊

＊

２年 ３年 ４年

●

＊

＊

●

＊

１年 ２年

●

１年

＊

＊

●

＊

＊

●

●

●

＊

●

●

６年１年 ２年 ３年 ４年 ５年

３年

＊



６ 専門科目

学則科目名 単位

　　医療行動科学１ 2

　　医療行動科学２ 2

　　医療行動科学３ 2

　　医療行動科学４ 2

○解剖学 7

○歯の解剖学 2

○組織・発生学 6

○生理学 5

○生化学 4

　　薬理学１ 1

○薬理学２ 3

○微生物・免疫学 4

○病理学 2

○口腔病理学 3

○歯科材料学１ 3

　　歯科材料学２ 1

社会歯科医学領域

　　衛生・公衆衛生学 1

　　社会歯科学 1

　　医療統計学 1

○口腔衛生学 3

○放射線学 4

○歯科保存学１ 7

○歯科保存学２ 6

○歯科補綴学１ 10

○歯科補綴学２ 4

　　口腔顎顔面外科学 4

○歯科麻酔学 2

○小児歯科学 4

○歯科矯正学 3

　　障害者歯科学 1

　　高齢者歯科学 1

　　栄養学 1

　　総合医学 5

　　歯科医学総合講義１ 2

　　歯科医学総合講義２ 2

　　歯科医学総合講義３ 2

　　歯科医学総合講義４ 5

　　歯科医学総合講義５ 6

　　歯科医学総合講義６ 22

　　臨床実習 15

　　課題別臨床実習 3

*1 2年次編入学生のみ

○印は実験，実習を含む学科目

＊

＊

４年 ５年 ６年

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊1

＊

＊

２年 ３年

医療行動科学領域

基礎歯科医学領域

＊

総合医学領域

総合歯科医学講義領域

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

１年

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

臨床歯科医学領域

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

臨床実習領域

＊
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１
つ
の

テ
ー
マ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
統

合
型

講
義

を
展

開
し
，
各

学
年

で
修

得
す
べ

き
知

識
・
技

術
を
確

認
し
な
が

ら
，
全

人
的

歯
科

医
師

を
育

成
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

DD
PP
11

DD
PP
55

DD
PP
88

教教
養養

系系
領領

域域
（（
保保

健健
体体

育育
・・
教教

養養
・・
外外

国国
語語

・・
準準

備備
教教

育育
））

様
々

な
教

養
科

目
を
通

じ
て
，
広

い
視

野
で
物

事
を
考

え
る
能

力
を
身

に
付

け
る
と
と
も
に
，
歯

科
医

師
の

志
を
同

じ
く
す
る
仲

間
と
価

値
観

の
共

有
や

尊
重

，
社

会
性

の
涵

養
を
目

指
す
。
授

業
で
は

実
社

会
や

歯
科

医
学

と
の

関
連

性
を
重

視
し
，
専

門
科

目
へ

の
学

び
の

意
欲

を
高

め
る
。

DD
PP
11

DD
PP
55

DD
PP
77

保保
健健

体体
育育

科科
目目

健
全

な
心

身
の

維
持

・
向

上
と
，
多

く
の

実
技

実
習

等
を
通

じ
た
「
社

会
性

」
の

体
得

を
目

指
し
た
教

育
を
展

開
す
る
。

教教
養養

科科
目目

歯
科

医
師

に
は

専
門

知
識

・
技

術
だ
け
で
な
く
，
幅

広
い
教

養
も
必

要
と
い
う
観

点
か

ら
，
充

実
し
た
教

養
科

目
群

を
設

け
る
。

全全
学学

共共
通通

教教
育育

科科
目目

①
自

主
創

造
の

基
礎

3
つ
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
①

日
大

生
と
し
て
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
，
②

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
イ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
，
③
論
理
的
・
批
判

的
思

考
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
の

涵
養

を
目

的
と
す
る
全

学
共

通
の

初
年

次
教

育
科

目
で
あ
る
。
授

業
の

序
盤

は
個

人
ワ
ー
ク
を
中

心
に
，
本

学
で
学

ぶ
意

味
や

意
義

を
多

角
的

に
学

ぶ
自

校
教

育
を
展

開
す
る
。
授

業
の

中
盤

以
降

は
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
中

心
に
，
多

様
化

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

在
り
方

や
特

徴
を

理
解

し
た
り
，
他

者
の

意
見

へ
の

傾
聴

に
つ
い
て
学

ぶ
。
そ
の

上
で
自

身
が

設
定

し
た
課

題
に
取

組
み

，
他

者
の

意
見

を
尊

重
し
な
が

ら
多

角
的

か
つ
批

判
的

に
自

身
の

考
え
方

を
見

直
し

た
り
，
他

者
の

成
果

物
に
対

し
て
自

ら
の

考
え
を
示

す
こ
と
が

で
き
る
能

力
の

体
得

を
目

指
す
。

②
日

本
を
考

え
る

本
学

の
「
目

的
及

び
使

命
」
を
踏

ま
え
，
世

界
と
の

対
比

，
過

去
や

未
来

を
見

据
え
な
が

ら
，
日

本
の

歴
史

・
文

化
・
社

会
・
精

神
・
自

然
・
環

境
な
ど
を
理

解
し
，
日

本
人

ら
し
さ
や

感
性

を
踏

ま
え
て
，
自

ら
世

界
に
“
日

本
”
を
発

信
す
る
こ
と
が

で
き
る
人

材
の

育
成

を
目

指
す
。

DD
PP
11

DD
PP
88

外外
国国

語語
科科

目目
「
英

語
」
を
必

修
と
す
る
。
昨

今
の

グ
ロ
ー
バ

ル
化

に
伴

い
，
歯

科
医

学
の

学
修

及
び
臨

床
の

場
に
お
い
て
は

，
英

語
を
は

じ
め
と
す
る
外

国
語

の
技

能
（
聞

く
，
話

す
，
読

む
，
書

く
）
修

得
も

肝
要

で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

と
し
て
の

外
国

語
の

み
な
ら
ず
，
歯

科
医

学
情

報
の

収
集

・
分

析
，
文

献
購

読
，

研
究

等
を
見

据
え
た
語

学
教

育
を
目

指
す
。
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11

DD
PP
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66
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11
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77

準準
備備

教教
育育

科科
目目

「
物

理
学

」
「
生

命
科

学
」
「
数

学
」
に
お
い
て
は

専
門

科
目

へ
の

準
備

の
た
め
の

科
目

と
位

置
づ
け
，
基

礎
歯

科
医

学
と
の

関
連

性
を
重

視
し
た
学

修
指

導
を
行

う
。

４４
年年

次次
５５
年年

次次
６６
年年

次次

医医
療療

行行
動動

科科
学学

領領
域域

歯
科

医
師

と
し
て
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
修

得
す
る
た
め
の

知
識

・
技

能
を
１
年

次
か

ら
４
年

次
ま
で
一

貫
し
て
学

修
。
授

業
は

統
合

型
講

義
で
行

わ
れ

，
知

識
の

修
得

だ
け
で
は

な
く
，
学

内
外

で
の

体
験

学
修

を
含

め
，
社

会
か

ら
求

め
ら

れ
る
医

療
人

と
し
て
の

資
質

・
人

格
を
段

階
的

に
形

成
し
て
い
く
。
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PP
11

DD
PP
66
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88

３３
年年

次次
科科

目目
群群

のの
学学

修修
・・
教教

育育
目目

標標
１１
年年

次次
２２
年年

次次
関関

連連
ＤＤ
ＰＰ

歯歯
科科

医医
学学

総総
合合

講講
義義

６６

臨臨
床床

実実
習習

領領
域域

基基
礎礎

歯歯
科科

医医
学学

領領
域域

※※
「「
歯歯

のの
解解
剖剖

学学
」」
はは

１１
年年

次次
にに
配配

置置

社社
会会

歯歯
科科

医医
学学

領領
域域

総総
合合

医医
学学

領領
域域

臨臨
床床

歯歯
科科

医医
学学

領領
域域

医医
療療

行行
動動

科科
学学

領領
域域

総総
合合

歯歯
科科

医医
学学

領領
域域

臨臨
床床

実実
習習

領領
域域

医
療

行
動

科
学

４
医

療
行

動
科

学
３

医
療

行
動

科
学

２
医

療
行

動
科

学
１

歯
科

医
学

総
合

講
義

１
歯
科
医
学
総
合
講
義
２

歯
科

医
学

総
合

講
義

３
歯

科
医

学
総

合
講

義
４

歯
科

医
学

総
合

講
義

５

保
健

体
育

自
主
創
造
の
基
礎

日
本
を
考
え
る

英
語

１
英

語
２

英
語

３
英

語
４

～～ ～～～～ ～～

ド
イ
ツ
文
学

科
学

哲
学

美
学

心
理

学

人
類

学

法
学

ス
ポ
ー
ツ
の

生
理
学
・
心
理
学

生
命

の
文

化
誌

多
様

性
文

化
論

世
界
を
考
え
る

全全
学学

共共
通通
教教

育育
科科
目目

物
理

学

生
命

科
学

数
学

歯
科
医
学
へ
の
と
び
ら

デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン

ス
の
世
界
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７
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前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

前
学
期

後
学
期

４４
年年

次次
関関

連連
ＤＤ
ＰＰ
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DD
PP
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医医
療療

行行
動動

科科
学学

領領
域域

歯
科

医
師

と
し
て
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
修

得
す
る
た
め
の

知
識

・
技

能
を

１
年

次
か

ら
４
年

次
ま
で
一

貫
し
て
学

修
す
る
。

医医
療療

行行
動動

科科
学学

１１
・・
２２

１
・
２
年

次
は

，
授

業
は

統
合

型
講

義
で
行

わ
れ

，
知

識
の

修
得

だ
け
で
は

な
く
，
学

内
外

で
の

体
験

学
修

を
含

め
，
社

会
か

ら
求

め
ら
れ

る
医

療
人

と
し
て
の

資
質

・
人

格
を
段

階
的

に
形

成
し
て
い
く
。

医医
療療

行行
動動

科科
学学

３３
[患

者
－

医
療

者
関

係
学

／
医

療
人

間
学

]
３
年

次
は

，
患

者
と
医

療
者

の
あ
る
べ

き
関

係
に
つ
い
て
深

く
考

え
，
付

属
病

院
に

お
け
る
「
患

者
付

添
実

習
」
を
通

し
て
自

ら
が

取
る
べ

き
行

動
指

針
に
つ
い
て
学

修
す
る
。

医医
療療

行行
動動

科科
学学

４４
[医

療
面

接
・
歯

科
臨

床
診

断
学

／
医

療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

]
４
年

次
は

，
医

療
面

接
を
通

し
て
，
医

療
情

報
を
収

集
し
，
最

適
な
医

療
を
行

う
た

め
に
必

要
な
診

断
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
や

患
者

と
良

好
な
信

頼
関

係
を
築

く
た
め
の

医
療

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
修
す
る
。

６６
年年

次次
１１
年年

次次
２２
年年

次次
科科

目目
群群

のの
学学

修修
・・
教教

育育
目目

標標
５５
年年

次次
３３
年年

次次

総総
合合

歯歯
科科

医医
学学

領領
域域

複
数

の
異

な
る
専

門
分

野
の

教
員

が
１
つ
の

テ
ー
マ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
統

合
型

講
義

を
展

開
し
，
各

学
年

で
修

得
す
べ

き
知

識
・
技

術
を
確

認
し
な
が

ら
，
全

人
的

歯
科

医
師

を
育

成
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

総総
合合

医医
学学

領領
域域

臨
床

実
習

前
に
，
内

科
学

・
外

科
学

な
ど
を
主

体
に
し
た
医

学
分

野
を
横

断
的

か
つ
複

合
的

に
学

び
，
「
オ
ー
ラ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
（
口

腔
科

学
）
」
を
実

践
す
る
た
め
の

知
識

・
技

術
を
統

合
的

講
義

に
て
身

に
つ
け
る
。

臨臨
床床

実実
習習

領領
域域

担
当

医
の

指
導

を
受

け
な
が

ら
，
1
年

間
を
か

け
て
医

療
現

場
の

実
務

を
修

得
し
ま

す
。
患

者
さ
ん
と
接

す
る
こ
と
で
，
技

術
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
，
歯

科
医

師
と
し
て
の

態
度

，
職

業
意

識
を
身

に
つ
け
る
。

臨臨
床床

歯歯
科科

医医
学学

領領
域域

・・
社社

会会
歯歯

科科
医医

学学
領領

域域
か

ら
だ
全

体
に
つ
い
て
の

医
学

的
知

識
を
も
と
に
，
歯

科
治

療
は

ど
う
あ
る
べ

き
か

と
い
う
理

論
と
具

体
的

な
治

療
法

に
つ
い
て
学

び
を
深

め
る
。
歯

の
硬

組
織

や
周

辺
組

織
に
関

す
る
疾

患
や

、
そ
の

欠
損

と
障

害
、
口

腔
顎

顔
面

領
域

の
軟

組
織

や
硬

組
織

に
発

生
す
る
疾

患
や

障
害

、
発

育
、
成

長
過

程
に
発

生
す
る
疾

患
や

障
害

、
ま
た
高

齢
者

に
特

有
の

疾
患

や
障

害
と
そ
の

治
療

法
を
学

び
，
多

様
な
歯

科
医

療
対

応
を
修

得
す
る
。
ま
た
歯

科
医

療
の

社
会

に
お
け
る
役

割
と
公

衆
衛

生
へ

の
関

与
を
学

び
、
科

学
論

文
の

理
解

に
必

要
な
医

療
統

計
学

の
基

礎
を
学

修
す

る
。
さ
ら
に
講

義
と
実

習
を
組

み
合

わ
せ

る
こ
と
で
，
臨

床
実

習
に
あ
た
っ
て
の

、
医

学
・
歯

科
医

学
の

知
識

と
歯

科
医

療
の

実
践

と
の

双
方

を
併

せ
持

つ
能

力
を
身

に
つ
け
る
。
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基基
礎礎

歯歯
科科

医医
学学

領領
域域

歯
科

医
師

に
な
る
た
め
に
は

、
人

体
の

構
造

と
そ
の

詳
細

、
人

体
の

各
部

分
の

機
能

を
十

分
に
理

解
す
る
必

要
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
病

気
の

原
因

や
治

療
に
用

い
る
薬

の
作

用
な
ど
も
十

分
に
理

解
し
て
お
く
必

要
が

あ
る
。
こ
の

よ
う
な
医

学
に
と
っ
て
基

本
的

な
知

識
は

基
礎

医
学

と
よ
ば

れ
て
お
り
、
専

門
的

に
は

解
剖

学
、
組

織
・
発

生
学

、
生

理
学

、
生

化
学

、
薬

理
学

、
微

生
物

・
免

疫
学

、
病

理
学

な
ど
の

分
野

に
分

か
れ

て
い
る
。
ま
た
歯

科
医

学
に
お
い
て
は

生
体

と
の

関
わ

り
の

中
で
材

料
学

が
重

要
な
枠

割
を
果

た
し
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ

ら
の

学
科

目
を
系

統
的

に
学

修
し
、

生
体

の
構

造
や

機
能

に
つ
い
て
幅

広
い
医

学
知

識
や

実
際

の
歯

科
治

療
の

知
識

・
技

術
修

得
へ

向
け
て
の

基
礎

知
識

を
身

に
付

け
る
。

DD
PP
11
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in
nz
ai

臨臨
床床

実実
習習

領領
域域

歯
科
医
学

総
合
講
義
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